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(57)【要約】
【課題】コンベア上で所定間隔をおいて搬送されている
複数の搬送ユニットに対して、当該搬送を停止させずに
所定物品を連続的に供給して、正確に搬送ユニットに収
納する新たな構成を開発する
【解決手段】１）下方に向かって傾斜するとともに、所
定方向に伸びる櫛歯状のスロープと、２）当該スロープ
の下端の直下を通過する複数の搬送ユニットを有し、当
該搬送ユニットを前記所定方向に搬送するコンベア装置
であって、当該搬送ユニットはその搬送方向の後方部に
前記櫛歯状スロープの櫛歯間を挿通する、起立した押圧
バーを有する搬送ユニットであるコンベア装置を、備え
た物品搬送装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
１）下方に向かって傾斜するとともに、所定方向に伸びる櫛歯状のスロープと、
２）当該スロープの下端の直下を通過する複数の搬送ユニットを有し、当該搬送ユニット
を前記所定方向に搬送するコンベア装置であって、当該搬送ユニットはその搬送方向の後
方部に前記櫛歯状スロープの櫛歯間を挿通する、起立した押圧バーを有する搬送ユニット
であるコンベア装置を、
備えた物品搬送装置。
【請求項２】
前記櫛歯状スロープが、全体としては下方に傾斜する一方、当該傾斜が上方に反転するか
又は略水平状態となる領域を一部に含む櫛歯状のスロープである請求項１に記載の物品搬
送装置。
【請求項３】
前記櫛歯状のスロープが、全体としては下方に傾斜する一方、搬送する物品が当該スロー
プの上端部から滑降した場合に、当該スロープを滑降する途中において、スロープ上のい
ずれかの位置で停止することとなる領域を一部に含む櫛歯状のスロープである請求項１に
記載の物品搬送装置。
【請求項４】
前記スロープの上方に配置され、当該スロープへ物品を供給するためのコンベア搬送装置
であって、
当該コンベア搬送装置が、搬送ベルトが一対のスプロケットに巻き掛けられて循環する無
端状の搬送ベルトを有し、当該搬送ベルトがスプロケットにより反転する際に、コンベア
上に載置された物品を反転させて、前記スロープに排出する機構を有するコンベア搬送装
置を、さらに備える請求項１～３のいずれかに記載の物品搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は所定の物品をスロープ上で滑降させるとともに、当該スロープからコンベア装
置において搬送されている搬送ユニットに当該物品を無理なく乗移りさせることのできる
物品搬送装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンベア上で所定間隔をおいて比較的高速で搬送されている複数の搬送ユニットに対し
て、当該搬送を停止させずに当該ユニットに収納させるべき所定物品を連続的に供給する
ことが必要な場面がある。
　このような場合において、当該所定物品を積層状態に配置して、その下方から落下させ
たり、特定のスロープ上から順次滑降させて、搬送されている搬送ユニットに順次供給す
る方法がある。
【０００３】
　しかし、この場合、当該搬送ユニットに正確に物品を収納させることは、物品を落下又
は滑降させるタイミング等を正確に制御することが必要であり、複雑な構成となることも
多い。
　このような搬送中のコンベアに物品を供給する先願技術して、例えば、このような以下
の先行技術が開示されている
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭62-200633当該先行技術は、補充供給する物品を積層している。積
層に適した定型形状であると利用することは容易であるが、供給対象とする物品が軟包材
等に収納されたタイプであると、供給が容易ではないという問題もあり得る。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明者らは、コンベア上で所定間隔をおいて搬送されている複数の搬送ユニ
ットに対して、当該搬送を停止させずに所定物品を連続的に供給して、正確に搬送ユニッ
トに収納する新たな構成を開発することを課題とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
 本発明者らの鋭意研究の結果、当該所定物品を特定のスロープ上から順次滑降させて、
搬送されている搬送ユニットに順次供給する方法を採用しつつ、当該スロープを櫛歯状と
し、搬送ユニットの進行方向の後端部に起立した押圧バーを設けて、スロープの櫛歯間に
挿入可能とし、搬送ユニットの進行に従ってスロープを滑降中の物品を押圧・搬送させな
がら、スロープ上を滑降・誘導させて、最終的に搬送ユニットに物品を収納する方法が有
効であることを見出した。
　すなわち、本願第一の発明は、
「１）下方に向かって傾斜するとともに、所定方向に伸びる櫛歯状のスロープと、
２）当該スロープの下端の直下を通過する複数の搬送ユニットを有し、当該搬送ユニット
を前記所定方向に搬送するコンベア装置であって、当該搬送ユニットはその搬送方向の後
方部に前記櫛歯状スロープの櫛歯間を挿通する、起立した押圧バーを有する搬送ユニット
であるコンベア装置を、
備えた物品搬送装置。」、である。
【０００７】
 さらに、搬送する物品が特定形状を持たない場合や、幅が広い場合、例えば、略細長状
で前記スロープに対してその長手方向が、搬送方向に略垂直状に位置する場合においては
、前記櫛歯状のスロープについて、全体としては下方に傾斜する一方、当該傾斜が上方に
反転するか又は略水平状態となる領域を一部に含むことが好ましいことを見出した。
すなわち、当該スロープの傾斜角度が一律に所定方向に傾斜しているのではなく、当該傾
斜角度が反転する領域か又は、略水平状態となる領域を有している場合、好適に収納でき
ることを見出した。
これによって、当該物品がスロープ上で進行方向に対して斜め等に存在している場合でも
、スロープ上での配置位置が微妙に調整されて搬送ユニットに対し、好適に収納可能とな
る。
【０００８】
　すなわち、本願第二の発明は、
「前記櫛歯状スロープが、全体としては下方に傾斜する一方、当該傾斜が上方に反転する
か又は略水平状態となる領域を一部に含む櫛歯状スロープである請求項１に記載の物品搬
送装置。」、である。
【０００９】
　また、当該スロープは、物品を滑降させた場合に当該スロープを滑降する途中において
、当該物品がスロープ上のいずれかの位置で静止することとなる領域を一部に有する櫛歯
状スロープであっても同様の効果を得ることができる。
　すなわち、本願第三の発明は、
「前記櫛歯状のスロープが、全体としては下方に傾斜する一方、搬送する物品が当該スロ
ープの上端部から滑降した場合に、当該スロープを滑降する途中において、スロープ上の
いずれかの位置で停止することとなる領域を一部に含む櫛歯状のスロープである請求項１
に記載の物品搬送装置。」、である。
【００１０】
　また、本発明の物品搬送装置は、さらに、前記物品を前記スロープに供給するコンベア
装置も含めたタイプも意図している。特に当該コンベア装置は、当該スロープの上方に別
に配置され、一対のスプロケットに巻き掛けられて循環する無端状の搬送ベルトを有し、
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当該搬送ベルトがスプロケットにより反転する際に、コンベア上に載置された物品を反転
させて、前記スロープに排出する機構をさらに備え、当該コンベア搬送装置より連続的に
物品を前記スロープに対して供給する態様であることが好ましい。
すなわち、本願第四の発明は、
「前記スロープの上方に配置され、当該スロープへ物品を供給するためのコンベア搬送装
置であって、
当該コンベア搬送装置が、搬送ベルトが一対のスプロケットに巻き掛けられて循環する無
端状の搬送ベルトを有し、当該搬送ベルトがスプロケットにより反転する際に、コンベア
上に載置された物品を反転させて、前記スロープに排出する機構を有するコンベア搬送装
置を、さらに備える請求項１～３のいずれかに記載の物品搬送装置。」、である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、コンベア上において順次搬送されている搬送ユニットに対して、所定
の物品を連続的に収納することができる。特に、当該物品が軟包材に収納された物品等の
柔軟で完全な定型形状を有さない物品についても好適に供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第一の実施態様の物品搬送装置を含めた全体構成について示した正面模
式図である。
【図２】本発明の第一の実施態様の物品搬送装置の物品なしの場合の櫛歯状スロープと搬
送ユニットの動作を示した斜視模式図である。
【図３】本発明の第一の実施態様の物品搬送装置の物品（包装フォーク）を搬送する場合
の櫛歯状スロープと搬送ユニットの動作を示した斜視模式図である。
【図４】本発明の第一の実施態様の櫛歯状スロープの断面図である。
【図５】本発明の櫛歯状スロープ上を物品が滑降する場合の櫛歯状スロープと搬送ユニッ
トの動作を示した斜視模式図である。
【図６】櫛歯状スロープにおいて略水平領域を有する場合の断面図である。
【図７】櫛歯状スロープの種々の形態について示した断面図である。
【図８】櫛歯状スロープが高摩擦の停止領域を有する場合の断面図である。
【図９】本発明の第一の実施態様において、物品（包装フォーク）が櫛歯状スロープ上を
滑降する場合の動作を示した平面図である。
【符号の説明】
【００１３】
１　　　櫛歯状スロープ
３　　　搬送ユニット（収納ユニット）
５　　　押圧バー
７　　　コンベア装置（搬送ユニットを前記所定方向に搬送する）
９　　　反転コンベア
１１　　ベルト（反転コンベア）
１３　　櫛歯
１５　　凹状部（櫛歯状スロープ中に設けられている）
１６　　気流供給装置
１７　　略並行領域（櫛歯状スロープ中に設けられている）
１９　　特定領域
２１　　コンベアチェーン
２３　　スプロケット（反転コンベア中に設けられている）
２５　　仕切り材
２７　　ガイド
２９　第一傾斜部
３１　第二傾斜部
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３３　第三傾斜部
【発明を実施するための形態】
【００１４】
 以下に、本発明の第一の実施形態について図面を参照しながら説明する。但し、本発明
は以下の第一の実施形態に限定されるものではない。図１は本発明の第一の実施態様の物
品搬送装置を含めた全体構成について示した正面模式図である。次に、図２は本発明の第
一の実施態様の物品搬送装置の物品なしの場合の櫛歯状スロープと搬送ユニットの動作を
示した斜視模式図である。次に図３は、本発明の第一の実施態様の物品搬送装置の物品（
包装フォーク）を搬送する場合の櫛歯状スロープと搬送ユニットの動作を示した斜視模式
図である。さらに、本発明の第一の実施態様の櫛歯状スロープの断面図である。
【００１５】
 図１に示す本発明の物品搬送装置は、下方に向かって傾斜するとともに、所定方向に伸
びる櫛歯状のスロープ１と、当該スロープの下端の直下を通過する複数の搬送ユニット３
を有し、当該搬送ユニットを前記所定方向に搬送するコンベア装置であって、当該搬送ユ
ニットはその搬送方向の後方部に前記櫛歯状スロープ1の櫛歯間を挿通する起立した押圧
バー5を有する搬送ユニットであるコンベア装置７を有する。
また、前記櫛歯状のスロープ1の上部には、当該スロープの上方に配置される反転コンベ
ア搬送装置９が配置されている。当該装置は物品が当該搬送装置によって順次、前記スロ
ープ１に物品を供給するように設けられている。また、当該コンベア搬送装置においては
、搬送ベルトであって一対のスプロケットに巻き掛けられて循環する無端状の搬送ベルト
１１を有している。当該搬送ベルトは物品ごとに収納できるように区分けされており、さ
らに当該搬送ベルトがスプロケット１３により反転する際に、コンベア上に載置された物
品Ｓを当該搬送ベルト１１とともに反転させる機構を有する。
【００１６】
 そして、反転時に物品の落下を防止するためにガイド１５が設けられており、本第一の
実施態様においては当該ガイド１５は、前述するスロープ１と一体に形成されており、物
品Ｓのコンベアでの搬送における反転からスロープ１への供給を連続的に実現している。
以下、本発明の各構成について詳細に説明するが、本発明は例示として開示される第一の
実施形態に限定されるものではない。
（１）櫛歯状スロープ
【００１７】
　本発明においては、物品の供給を櫛歯状のスロープ１を介して行う。ここで櫛歯状スロ
ープ１とは図１に示すように、スロープの下方に配置される、コンベアにより搬送する搬
送ユニット３に物品Ｓを供給するためのスロープである。図２及び図３に示すように物品
Ｓは当該スロープ１を落下するとともに、搬送ユニット３の後端部に設けられた起立した
押圧バー５によって押圧搬送されて、スロープ１の下端部でスロープ１から搬送ユニット
３への収納を実現している。尚、物品のスロープでの滑降を調整するために図１に示すよ
うに気流供給装置を設けてもよい。
【００１８】
　また、本発明の第一の実施態様においては、櫛歯状のスロープ１が図１に示すように後
述する物品の供給のための反転コンベア装置の反転時の物品の落下を防止するガイドと一
体となっている。尚、図１にはコンベア装置等において適宜支持部材等の記載を省略して
いる。また、反転コンベア９のコンベアチェーンは一部省略している。
本発明においては上記のスロープ１に連続的に物品を供給する装置を設けることが好まし
い。当該装置は、図１に示す第一の実施態様で示した反転コンベア装置９以外にも種々の
タイプを利用することができる。すなわし、通常の公知のコンベア装置やシャッターの開
閉で物品の搬出を順次行うことができる装置等を適宜利用することができる。また、手動
によって供給する態様も可能である。

・供給物品の種類
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【００１９】
　供給物品については、種々を選択することができる。本発明ではスロープを滑降させる
ものであるため、特に定型を持たない物品Ｓも搬送することができる。例えば、図３では
、軟包材に封入されたプラスチックフォークを示しているが、このような柔軟な包材の封
入された各種物品を滑降させることができる。この滑降のスタイルであると、いわゆる小
物品として、例えば、重量が比較的軽い小物品、プラスチック製品や食品等を適宜滑降さ
せることができる。また、金属製品であってもよいことは勿論である。さらに、包材に封
入されていないタイプの物品でもよいことは勿論である。

・スロープの材質
【００２０】
　スロープ１の材質は、ステンレス等の金属であることは勿論、プラスチック製であって
もよい。また、当該材質は、種々選択できることは勿論である。櫛歯の間隔は後述する搬
送ユニットから起立した押圧バーが挿通できる幅であればいずれでも可能である。これら
の幅は必要に応じて適宜設定することができる。

・スロープの傾斜角
【００２１】
　本発明のスロープ１は、物品Ｓの搬送ユニット３（収納ユニット）を有するコンベア装
置に対して所定の傾斜角度を有するが、当該角度については特に限定されるものではない
。すなわち、スロープ１の材質に対して摩擦係数の小さなタイプであると、緩やかな角度
を設定することが可能である。また摩擦係数が大きく滑りの悪い物品であると、傾斜角度
を急にすることができる。尚、当該スロープの傾斜角を調整し易いようにスロープを複数
段の状態に形成しても良い。

・櫛歯の数
【００２２】
　スロープ１の櫛歯１３の数については、特に限定されない。２本であっても多数本であ
ってもよい。但し、一般的には、３本～１０本程度が好適である。本発明の第一の実施態
様では、５本の場合を示している。また、これらの櫛歯のすべてが同様の傾斜である必要
はない。すなわち、滑降させる物品の形態に応じて適宜、それぞれの櫛歯１３ごとに傾斜
角度を変えることも可能である。また、後述する傾斜が上方に反転している領域について
も、櫛歯１３のすべてが同様の傾斜である必要はなく、複数あるうちの一部であればよい
ことは勿論である。

・傾斜が上方に反転又は略水平領域
【００２３】
　図１～４の本発明の第一の実施態様に示すように、本発明の櫛歯状スロープにおいては
、傾斜が逆転する領域又は、略水平状態１７となる領域を一部に有していることが好まし
い。すなわち、本発明においては、傾斜について搬送ユニット３へ向かって一律に下降し
ている態様も可能であるが、図１、２及び４に示すように、このように傾斜が反転してい
る領域１５が存在することが好ましい。このような態様であると、図５に示すような細長
物品Ｓをその長手方向をスロープ１の伸長方向に対して略垂直の状態で搬送する場合にお
いて、当該物品がスロープ１上を滑降する際又は、搬送ユニット３に押圧されながら搬送
される際に、スロープの傾斜の反転している領域１５でその進行方向に対して左右の位置
が調整される。
【００２４】
　本発明の第一の実施態様においては、図３に示すように櫛歯状スロープ１において軟包
材に収納された折り畳みフォークＳを搬送する場合を示している。このように細長物品の
場合、スロープに供した際にその位置がずれることも多く、このままで滑降してしまう場
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合もある。
このような場合、スロープ１より搬送ユニット３に乗り移りした際に、搬送ユニット３の
枠体からずれて載置されたり、場合によっては搬送ユニット３に載置されずに落下する場
合もありえる。このように配置されると搬送ユニット３での搬送後において支障が生じる
場合がある。
そのため、図３に示すようにその位置を調整することで、より正確に搬送ユニットに収納
することが可能となる。
【００２５】
　本効果については、当該物品がスロープ１において図４に示すように傾斜の逆転してい
る領域のみならず、図６に示すように略水平状態となる領域を有する場合であっても、技
術する搬送ユニットが当該物品を押圧搬送することによって同様にその効果を得ることが
できる。尚、上記の傾斜が上方に反転している領域１５については、図７（１）に示すよ
うに狭い範囲であってもよいし、図７（２）に示すように幅広い領域に渡って緩やかに上
昇している場合であってもよいことは勿論である。
【００２６】
　また、物品のスロープ上の滑降・停止と、搬送ユニット３の後端部の押圧バー５による
物品の押圧とのタイミングについては、物品がスロープ１上を滑降し、上記の傾斜反転又
は略水平領域１７において物品が停止している状態において、櫛歯間を挿通する押圧バー
５による押圧搬送が開始される態様でもよいし、物品がスロープ上を滑降している途中で
停止する前の状態で押圧バー５による押圧搬送が開始される態様のいずれでもよい。
いずれの場合においても、物品Ｓが傾斜の上方への反転領域１５又は略並行領域１７を通
過する際にスロープ上での配置位置が調整されてスロープ１の下端から搬送ユニット（収
納ユニット）３に物品が好適に収納される。
　
・スロープのいずれかの位置での停止領域
【００２７】
　本発明においては、上記のようにスロープ１が全体としては下方に傾斜する一方、当該
傾斜が上方に反転するか１５又は略水平状態となる領域１７を一部に含まない場合におい
ても、当該スロープ上のいずれかの位置においてスロープ１上を落下する物品が停止する
領域を有する態様でも可能である。
　例えば、図８に示す態様ではスロープ１上に物品との間の摩擦係数が大きくなる特定領
域を１９設ける態様と示している。
すなわち、スロープ１の下方への一律な傾斜を有する場合であっても、当該スロープ領域
を物品Ｓが通過する際に摩擦力によって物品が停止するような態様が挙げられる。
【００２８】
　停止させる方法については、上記のように物品との高摩擦領域を設ける方法の他、スロ
ープ上を滑降する物品に対してエアーを供給して停止させるような態様も可能である。
このように、スロープ１上を物品が停止するような構成とすることで、当該物品がスロー
プ上を滑降する際又は、搬送ユニット３に押圧されながら搬送される際に、その進行方向
に対して左右の位置が調整される。
【００２９】
　また、物品のスロープ１上の滑降・停止と、搬送ユニット３の後端部の押圧バー５によ
る物品の押圧とのタイミングについては、物品Ｓがスロープ１上を滑降し、上記の傾斜反
転１５又は略水平領域１７において物品Ｓが停止している状態において、櫛歯１３間を挿
通する押圧バー５による押圧搬送が開始される態様でもよいし、物品がスロープ１上を滑
降している途中で停止する前の状態で押圧バー５による押圧搬送が開始される態様のいず
れでもよい。
いずれの場合においても、物品Ｓがスロープ１のいずれかの位置での停止領域を通過する
際にスロープ上での配置位置が調整されてスロープ１の下端から搬送ユニット３に物品が
好適に収納される。
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（２）物品搬送装置
【００３０】
　本発明おける物品搬送装置は、前記スロープ及び、前記スロープ１の下方に配置され、
複数の搬送ユニット３を有し、当該搬送ユニットを前記特定方向に搬送する搬送コンベア
装置７を有する。
　このような物品搬送のためのコンベア装置７を設けることで、前記物品Ｓを載置させて
高速で物品を搬送することができることになる。
　図１に示す本発明の第一の実施態様においては、上部の物品供給用の反転コンベア装置
の搬送速度が１．０の速度であると想定すると、スロープの下方に位置する搬送ユニット
の搬送速度は特に限定されないが、概ね１．０～６．０程度の搬送速度とすることができ
る。また、好ましくは、２．０～４．０程度である。
【００３１】
　本発明においては、物品Ｓがスロープ１を滑降する時間を必要とするが、スロープ１の
傾斜や長さを調整して当該スロープの滑降する時間を長くすることができれば、上部反転
コンベア９と搬送ユニット３の速度差を大きくすることができるという利点を有する。
例えば、図１に示す当該スロープへ物品を供給するため、反転コンベア搬送装置９に対し
て物品を反転コンベア上部より人手で行う場合においては、コンベア上部で順次、物品Ｓ
を載置していけばよく、反転コンベア９の搬送速度が遅いため、当該物品を無理なく順次
コンベア上に載置していく作業を行える。
次に、搬送コンベア装置７における複数の搬送ユニットは、コンベアチェーン２１やコン
ベアベルトに装着されており、供給される物品を収納し、搬送するための収納容器である
。本発明の第一の実施態様においては、図２及び図３に示すように搬送方向に対して垂直
に長手方向を有する搬送ユニット３が開示されているが、特に当該態様に限定されないこ
とは勿論である。
【００３２】
　当該搬送ユニット３には、その進行方向の後方部に前記櫛歯状スロープ１の櫛歯１３間
を挿通する押圧バー５が起立している。当該、押圧バー５については、搬送ユニット３が
搬送される際に当該押圧バー５が前記スロープ１の櫛歯１３間により突出し、スロープ上
を滑降又は停止している物品Ｓを押圧して搬送し、スロープ１上を滑降するように誘導す
る。

（３）櫛歯状スロープの上方に配置された反転コンベア搬送装置
【００３３】
　本発明の第一の実施態様においては、前記スロープの上部に当該スロープに物品を供給
するための反転コンベア搬送装置９を設置している。
　本発明の第一の実施態様における前記スロープ１の上部の反転コンベア搬送装置９は、
図１に示すように搬送ベルト１１が一対のスプロケット２３に巻き掛けられて循環する無
端状の搬送ベルトを有しており、当該搬送ベルトがスプロケットにより反転する際に、コ
ンベア上に載置された物品を反転させて、前記スロープ１に物品を順次排出する機構を有
している。
【００３４】
　ここで、搬送ベルト１１には、密接した間隔で仕切り材２５がコンベア９のベルト１１
上に所定間隔を経て連続して設けられており、当該区切りごとに搬送する物品を充填でき
るように構成されている。
　また、スプロケット２３は図１に示すように紙面からみて時計回りに回転できるように
構成されている。これによって、当該コンベア上の区切りごとに充填された物品をコンベ
ア上部で順次、紙面右方向に搬送するように設定されている。
　そして、スプロケット近傍でのスプロケットの回転に沿って、コンベアベルト１１も回
転して反転するように構成されている。コンベアベルトの反転に伴い、コンベア上に配置
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された物品も反転し、前述のスロープ１に順次供給されるような構成を採用している。
尚、物品の反転の際に落下を防止するためにコンベアの軌道に沿ったガイド１５が設けら
れており、コンベアの反転によっても物品が落下することを防止している。さらに、当該
ガイドは、前述の櫛歯状スロープ１と一体の構成されており、物品のスロープへの連続的
な供給を実現している。尚、櫛歯状スロープ１とガイド１５を分離した別構成としても良
いことは勿論である。
【００３５】
　上記のような構成とすることで、物品Ｓを無理なく所定間隔時間ごとに前述の櫛歯状ス
ロープに供給することが可能となる。さらに、前述の搬送ユニット３の搬送スピードも調
整することで、スロープ１上を落下する物品の供給と起立した押圧バー５による物品Ｓの
押圧搬送及びスロープ１下の搬送ユニット３への物品の収納を連続的に行うことができる
。加えて本実施態様においては、反転コンベアからスロープ１に物品を移動する際の位置
調整のために図１に示すように気流供給装置が付加的に設けられている（図１の１６）。
このような装備を備えてもよいことは勿論である。

─供給された物品の具体的な動きについて─
【００３６】
　次に、実際の物品の搬送に伴う動作について再度まとめて説明する。図１に示すように
本発明の第一の実施態様については、具体的な物品として、プラスチック製の折り畳みフ
ォークを軟包材に封入した包装フォークＳを対象物品としている。上部の反転コンベア９
に供給された当該物品Ｓは、図１の反転コンベア９の上部より順次供給される。尚、当該
反転コンベア９は物品ごとに収納できるように区切り板２５が設けられている。
　当該反転コンベア９の進行に伴い物品Ｓはコンベア上を紙面右方向に進行し、紙面右ス
プロケット付近でガイド１５に支持されながら、反転経路に移行する。ガイド１５が当該
反転経路に沿って設けられており、物品Ｓの落下を防止している。
【００３７】
　反転コンベア９において反転させられて物品Ｓは反転に伴い、ガイド１５と一体に形成
された櫛歯状スロープ１に移送される。当該スロープ部１は、図２及び図４に示すように
比較的急な第一傾斜部２９が最初にあり、これに連続して緩やかな第二傾斜部３１を有す
る。さらに、第二傾斜部分に連続して“急傾斜+上方に傾斜の反転する断面が“凹状部”
１５が存在する。これに続いて緩やかな第三傾斜部３３を有する。
　また、櫛歯１３のうち、紙面奥の櫛歯１３のみは他の櫛歯とことなり、包装フォークＳ
の頭部を支持する必要があるため、隣り合う櫛歯との間隔が大きくまた、傾斜の角度も異
なっている。
【００３８】
　搬送ユニット３は図２，３，９に示すように当該スロープ１の下方を通過するように設
置されており、搬送ユニット３の搬送方向に後部に設けられ、起立した押圧バー５は、前
記櫛歯の第二傾斜部３１において、その起立した押圧部が櫛歯１３間を挿通して搬送でき
るように構成されている。
　反転コンベアにより反転して櫛歯状スロープに到達した包装フォークは、第一傾斜部２
９を滑降したのち、緩やかな第二傾斜部３１において、通過してきた搬送ユニット３によ
って櫛歯１３間より突出した押圧バー５によってキャッチされ、包装フォークＳは搬送ユ
ニット３の進行に伴って誘導されて櫛歯状スロープ１上を誘導されながら搬送する。尚、
第二傾斜部３１において包装フォークＳはその長手方向をスロープの伸長方向に対して略
垂直の状態で搬送されているが、その左右の位置は、ずれたまま搬送されている（図３及
び図９）。
【００３９】
　包装フォークが、第二傾斜部３１を通過して断面凹状部分１５に到達すると、包装フォ
ークＳは櫛歯状スロープ１の凹状部１５に入り、その左右の位置が調整される状態となる
。
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　さらに、搬送ユニット３による搬送は継続されて、左右の位置が揃った状態で第三傾斜
部３３を搬送する。そして、櫛歯状スロープ１の下端において、スロープ１から搬送ユニ
ット３に収納される。尚、搬送ユニット３への収納の際、左右の位置が揃っているため、
搬送ユニット３からはみ出して収納されたり、搬送ユニット３から落下することが回避さ
れている。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【図７】

【図８】
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